
エレホン・グラウトシリーズ
無収縮・超速硬性・高強度グラウト材

エレホン・グラウトＱは弊社が新たに開発した、無収縮技術・超速硬技術を取り入れ
特殊膨張システムを採用したプレミックスタイプの無収縮・超速硬性・高強度グラウト材です。
短時間で高強度が得られるため、早期開放が必要な道路関連工事や緊急工事に適しています。

特　　長
☆超速硬性・高強度
新たに開発した超速硬技術を採用しており、短時間で高強度が得られるため、早期開放が必要な道路
関連工事や緊急工事に適しています。

☆高流動性
粒度調整及び高性能減水・流動化剤の選択により、優れた流動性が得られ、小さな間隙でも充填できます。

☆無収縮・ノンブリージング
無収縮グラウト材であり、更にはブリージングがないために空隙が残らず、容積安定性に優れています。

施　工　要　領

    基本配合（２０℃）

準　備
 ①材料･器具
・グラウト材   …… エレホン・グラウトQ
・混  練  水  …… 酸、塩、油、有機物等を含まない清浄水
・撹  拌  機  …… 高速撹拌機（ハンドミキサー）
・そ  の  他  …… 混練容器、計量カップ、型枠、充填器具、バケツ、コテ等
 ②清掃
・コンクリート表面のレイタンス層、油、付着物等を除去して下さい。
・コンクリートに水打ちをした後、浮き水は取り除いて下さい。

撹　拌
・混練容器に規定量の水を入れ、必要量のセッターを加え、
  撹拌しながら材料を徐々に投入し、全量投入後、
  更に２分程度撹拌して下さい。
・１回の撹拌量は、可使時間内に充填可能な量として下さい。

施　工
・状況により流し込み又はポンプ注入し、必ず片側から行って下さい。
　（ポンプ注入の場合は、

十分な可使時間が得られる場合のみ行って下さい。）
・充填を開始したら、中断せずに終了まで続けて下さい。

仕　上　げ
・平滑度が必要な場合は、木ゴテ又は金ゴテで仕上げて下さい。

養　生
・施工体が大きい場合は露出部を濡れたむしろや布で覆い、 粉体25kg
     急激な水分の蒸発を防いで下さい。

J14ロート流下時間 粉体 セッター 水 練上り量 積算比重 1ｍ3

            （秒） (Kg) (g) (Kg) (㍑)

８±２ 25 2/3(27g) 4.6 14.0 1.80

使用量

(袋)

72



温度とセッター（硬化遅延剤）添加量

･グラウトＱ　(硬化遅延剤４０ｇ入り）

供試体：１０φ×２０ｈ（ｃｍ）

諸　物　性

（養生28日）

圧縮強度（N/mm2)

２８日

長さ変化率（

３７．８ ４９．３ ６１．２ ０．０１８

７日 １４日 ２８日

％）

静弾性率 熱膨張係数 鉄筋付着強度 接着強度

（×１０4N/mm2) （×１０-6／℃） （N/mm2) （ 2

２．８９ １０．４ ６．００ １．８１

N/mm )

項目 セッター量 添加水量 可使時間                    圧縮強度（N/mm2)

温度 （ｇ） （Ｋｇ） （分） １時間 ２時間 ３時間 6

0 4.6 18 1.4 11.7 17.0

1/2(20) 4.6 30 未硬化 3.3 12.6

全量(40) 4.6 50 未硬化 0.4 1.5

0 4.5 7 12.0 23.7 23.9

1/2(20) 4.6 22 0.7 7.9 17.6

全量(40) 4.6 45 未硬化 0.6 5.9

0 4.5 4 15.2 24.5 25.9

1/2(20) 4.5 7 8.0 20.5 22.3

2/3(27) 4.6 15 0.8 9.0 22.4

全量(40) 4.6 30 未硬化 0.4 7.8

0 4.5 1.5 21.0 22.8 26.4

1/2(20) 4.5 5 10.6 15.4 20.9

５℃

１０℃

３０℃

２０℃

時間

-

18.0

14.2

-

-

15.3

-

-

-

19.9

-

-

2/3(27) 4.5 6.5 2.8 13.4 19.6 -

全量(40) 4.5 13 0.6 2.5 25.2 -
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